





司 会 綱 島 啓 司
研究発表
１．二重積屈曲点により測定した心拍血圧応答の性差
川崎医療福祉大学大学院 リハビリテーション学専攻 博士課程 ○大槻 桂右
川崎医療福祉大学 リハビリテーション学科 渡選 進
２．浸水が血圧に及ぼす影響
川崎医療福祉大学 健康体育学科 ○小野寺 昇
川崎医療福祉大学大学院 健康科学専攻 博士課程 西村 一樹 小野くみ子
藤津 智子
３． 凸ｉＩＲＩＳ Ｃ９０００を用いた正常値の検討
川崎医療福祉大学大学院 感覚矯正学専攻 博士課程 ○藤原 篤之
川崎医療福祉大学 感覚矯正学科 田淵 昭雄
４．運動の免疫抑制機構に関する基礎的研究
川崎医療福祉大学 健康体育学科 ○矢野 博己 朱 容仁
長尾 憲樹
川崎医療福祉大学大学院 健康科学専攻 博士課程 椎葉 大輔
和洋女子大学 健康栄養学科 北村 裕美
５．障害者にやさしいショッピングカートに関する研究
川崎医療福祉大学 リハビリテーション学科 ○田中 順子 江口 淳子
小原 謙一
茨城大学 教育学部 斎藤 芳徳
６．上腕能動義手の手先具操作時における筋活動と酸素摂取に関する研究
川崎医療福祉大学 リハビリテーション学科 ○妹尾 勝利 西本 哲也
石浦 佑一




岡山大学病院 特殊歯科総合治療部 ○森 貴幸 江草 正彦
川崎医療福祉大学 医療福祉学科 佐々木正美 武田 則昭
８．頚椎間歌牽引が人体に与える影響 血流量・筋電図による評価




川崎医療福祉大学 医療福祉デザイン学科 ○成田 和彦
川崎医療福祉大学 リハビリテーション学科 植木 絢子 古我 知成
川崎医療福祉大学 感覚矯正学科 佐藤 良子
１０．児童虐待実態から見た「再統合」の可能性について
‐０県における児童虐待実態報告からの考察－
川崎医療福祉大学大学院 医療福祉学専攻 修士課程 ○加藤 智史
川崎医療福祉大学 医療福祉学科 大田 晋
１１．知的障害児（者）施設における安全教育および安全対策
．事故およびヒヤリ・ハットの実態－
川崎医療福祉大学大学院 医療福祉学専攻 修士課程 ○秋山さやか
川崎医療福祉大学 医療福祉学科 田口 豊郁
１２．授産施設における生産活動の現状と課題に関する調査研究
川崎医療福祉大学 医療福祉デザイン学科 ○平野 聖 青木 陸祐
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田中 順子 江口 淳子
小原 謙一































































岡山大学病院 特殊歯科総合治療部 森 貴幸 江草 正彦











































































川崎医療福祉大学 医療福祉デザイン学科 成田 和彦
川崎医療福祉大学 リハビリテーション学科 植木 絢子 古我 知成
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川崎医療福祉大学大学院 医療福祉学専攻 修士課程 秋山さやか
























































医療福祉デザイン学科 平野 聖 青木 陸祐
キャリアデザイン学科 末庸 健一
５０名以上の大規模施設は１カ所のみで
あった．
（２）・デザイン導入
内部開発１９施設，外部デザイナー導入
３施設，発注先２施設，特になし２３施設
であった．
（３）勤務体系
平均収入は月額１１６，９４５円，平均勤務
年数（訓練期間）は７．７年であった．
（４）経営状態・営業実績
経理等経営管理システム導入施設は
３９３
１．２
全体の３４％と少ないが，その平均月収は
１３２，５５７円であり， 全体平均を１５，６１２円
上回っている．
（５）販路
　
直販が７０％で大半を占める．ネット通
販は， 今後拡大するものと期待される．
（６）公報宣伝活動
チラシの占める割合が３６．０％で，トップ
である．次いでネット利用が２９．８％ある．
（７）購買層
典型的な顧客として，施設の存在する
市内在住の４０代から５０代の女性が浮かび
上がる．
施設環境について
広さ，採光，照明， 換気すべてについ
２
て，各種基準以上を確保できており， 良
好な作業環境であると思われる．この理
由は身体障害者授産施設の設置基準があ
り，さらに建築基準法の規準を遵守すれ
ば，作業環境が良好な施設が整備される
からだと思われる．
フイールドワ←ク
今回のフィールドワ」クを通じて， パッケー
ジデザインの改善等あと少し商品的な魅力が加
われば，市販の商品と遜色なく勝負できるレベ
ルに達しているものも発見できた．今後は，い
わゆるバザー商品との差別化を図ることのでき
るブランド化戦略の導入等を視野に入れつつ，
側面的な支援を続けたい．
